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ＪＲ九州へ決議書の提出をする中尾議長（中央）、村上副市長（右）

新玉名駅駐車場

岱明町公民館

岱明町公民館（仮称：岱明文化センター）

　建設工事基本設計及び

実施設計業務関連予算 削除!!

大河ドラマ「いだてん」の

誘客効果に伴う観光客増に対し、

新玉名駅への新幹線停車本数増を

求める決議書、ＪＲ九州へ提出！

新玉名駅駐車場有料化

平成31年４月から開始！

１日最大４００円

　平成30年第５回定例会は12月３

日から12月26日まで開催された。

提出議案は平成30年度一般会計補正

予算、条例制定、人事案件など38件。

岱明文化センター（仮称）の建設工

事基本設計及び実施設計関連業務費

については予算を削除する修正案が

提出され、賛成多数で修正可決した。

　新玉名駅駐車場有料化に向けた指

定管理者の指定についても、賛成多

数で可決した。また、人事案件につ

いては、全員異議なく同意した。

第5回定例会（12月）

議番号 議　　　案　　　名
議第94号 平成29年度玉名市一般会計歳入歳出決算
議第95号 平成29年度玉名市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
議第96号 平成29年度玉名市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
議第97号 平成29年度玉名市介護保険事業特別会計歳入歳出決算
議第98号 平成29年度玉名市浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算

議第99号 平成29年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会
計歳入歳出決算

議第100号 平成29年度玉名市水道事業会計決算
議第101号 平成29年度玉名市公共下水道事業会計決算
議第102号 平成29年度玉名市農業集落排水事業会計決算
議第119号 平成30年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号）
議第120号 平成30年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第3号）
議第121号 平成30年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第2号）

議第122号 平成30年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会
計補正予算（第3号）

議第123号 平成30年度玉名市水道事業会計補正予算（第2号）
議第124号 平成30年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第2号）

平成30年第５回定例会　議案の審議結果
■全会一致で承認、可決した議案

議番号 議　　　案　　　名
議第125号 平成30年度玉名市農業集落排水事業会計補正予算（第1号）

議第127号 玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議第130号 玉名市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

議第131号 玉名市行政財産使用料条例の一部を改正する条例の制定について
議第134号 熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について
議第135号 指定管理者の指定について
議第136号 指定管理者の指定について
議第138号 指定管理者の指定について
議第139号 指定管理者の指定について
議第142号 人権擁護委員候補者の推薦について
議第143号 人権擁護委員候補者の推薦について
議第144号 工事請負契約の締結について
決議案第1号 故福嶋讓治君に対する追悼決議

決議案第2号 大河ドラマ「いだてん」の誘客効果に伴う観光客増に対し、
新玉名駅への新幹線の停車本数増を求める決議

特別委員会の構成委員の補欠

人　　　事

　人権擁護委員候補者の推薦について同意しました。	 （敬称略）

★人権擁護委員候補者	 西
にしもり

森　　等
ひとし

（玉名地区）

	 井
いのうえ

上　淳
あつこ

子（天水地区）

平成30年12月26日選任

◆議 会 運 営 委 員 会　　委員　作本　幸男

◆議会改革推進特別委員会　　委員　西川　裕文

◆公共施設等建設特別委員会　　委員　前田　正治

　※構成委員の欠員に伴う補欠

当選人　　中尾　嘉男	 平成30年12月26日選出

熊本県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙について
　平成30年度より熊本県後期高齢者医療広域連合議会の規約改
正に伴い、、同連合議会議員を新たに、構成市町村の長及び議員の
中から議会において、１人を選出することとなったため、選挙を行
なった。

■賛否の分かれた議案
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議第118号

平成30年度
玉名市一般
会計補正予算
（第5号）

議員提出修正案【歳入】【歳出】岱明
文化センター(仮称)建設工事基本
設計及び実施設計関連歳入歳出予
算削除

×○○○○×○○○×××○××○×○議長○
修正案可決
（賛11、反8）

修
正
可
決

修正した部分を除く原案 ×○○○○×○○○○○×○××○×○議長○
可　決

（賛13、反6）

議第126号 玉名市議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について ○○○○○○○○○○○○○○○×○○議長○
原案可決

（賛18、反1）

議第128号 玉名市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について ○○○○○○○○○○○○○○○×○○議長○
原案可決

（賛18、反1）

議第129号 玉名市教育長の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について ○○○○○○○○○○○○○○○×○○議長○
原案可決

（賛18、反1）

議第132号 玉名市保育所条例の一部を改正する条例の制定について ○○○○○○○○○○○○○○○×○○議長○
原案可決

（賛18、反1）

議第133号 玉名市地域子育て支援センター条例を廃止する条例の制定について ○○○○○○○○○○○○○○○×○○議長○
原案可決

（賛18、反1）

議第137号 指定管理者の指定について ○○○○×○○○○○○○○○○○○○議長○
原案可決

（賛18、反1）

議第140号 普通財産の無償譲渡について ○○○○○○○○○○○○○○○×○○議長○
原案可決

（賛18、反1）

議第141号 普通財産の無償貸付けについて ○○○○○○○○○○○○○○○×○○議長○
原案可決

（賛18、反1）

※新生ク…新生クラブ／自友ク…自友クラブ／創政未来…創政未来／市民改革…市民改革クラブ／無会派…会派に属さない議員

第5回定例会（12月）

常任委員会の構成委員の異動

熊本県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙

◆建設経済委員会		 平成30年９月27日　選任

委 員 長　田畑　久吉

副委員長　古奥　俊男
※構成委員の欠員に伴う異動

陳情 審議結果
件　　　　名 所管委員会 委員会結果 本会議最終結果

陳第１号 玉陵小学校及び玉陵中学校の駐車場の見直しを求める陳情 文教厚生委員会 不採択
（全員一致）

不採択
（賛成少数）

陳第３号 国民健康保険財政への国庫負担割合をふやすことを求める意見書の提出に関する陳情 文教厚生委員会 採　択
（全員一致）

採　択
（全会一致）

陳第４号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める意見書の提出に関す
る陳情 文教厚生委員会 継続審査

（全員一致）
継続審査
（全会一致）

陳第５号 介護労働者の労働環境及び処遇の改善を求める意見書の提出に関する陳情 文教厚生委員会 継続審査
（全員一致）

継続審査
（全会一致）

陳第６号 医師養成定員を減らす政府方針の見直しを求める意見書の提出に関する陳情 文教厚生委員会 継続審査
（全員一致）

継続審査
（全会一致）

陳第7号 看護師の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める意見書の提出に関する陳
情 文教厚生委員会 継続審査

（全員一致）
継続審査
（全会一致）

陳第８号 介護従事者の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める意見書の提出に関す
る陳情 文教厚生委員会 継続審査

（全員一致）
継続審査
（全会一致）

○…賛成　×…反対
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第5回定例会（12月）

嶋村 徹 
　平成17年合併直後に、旧岱明町
からの懸案事項である公民館建設
が進められたが、施設内容や規模
について、意見がまとまらず現在
の状況である。老朽化がひどく早
急な建設の必要性、合併特例債の
期限、市民感情等を判断すべきだ。

近松 惠美子 
　岱明町公民館建設は、合併時の
約束事である。横島、天水地区に
立派な公民館を建設した挙句に、
同じ様な施設はいらない、とはあ
まりにも理不尽である。実際の利
用実態も知らず信頼度の低い数字
だけでの判断は如何なものか。

松本 憲二 
　行政は法令にのっとり運営を行
なう機関である。今回建設予定の
岱明文化センター（仮称）建設計
画は、法令の解釈にあたる部分の
確認不足も見受けられた。行政運
営の監視役の立場からも、設計予
算を認めることは出来ない。建設
計画は今一度精査が必要である。

前田 正治  
　議会がこの陳情を採択し、意見
書提出を行なうのは、地方６団体
の動きとも合致し、市国民健康保
険財政の安定や市民の健康とく
らしを守る重要な意義がある。文
教厚生委員会が全会一致で可決
したことは、市民からは高く評価
されるものと思う。

前田 正治 
　議員、市長、副市長、教育長
の期末手当を引き上げる提案で
ある。今日、実質賃金は減少し、
国内総生産の６割を占める個人
消費も、冷え込んでいる。そう
いう中で、議員や市長などの期
末手当の引き上げには賛成でき
ない。

前田 正治 
　保育所の民営化が進行したが
待機児童の解消にならず、子育て
支援に繋がっていない。市は平成
33年度には公立保育所を玉名第
１保育所のみにし、民営化・統合す
る方針。待機児童解消や、特別保
育などの拡充にも展望が無い、こ
れ以上の民営化に同意できない。

作本 幸男 
　議第118号の修正動議に反対。
岱明地域の公民館建設は、岱明地
域の皆さまの長年の悲願であり、
合併から早13年が経過し、地域住
民のための公民館建設にかかる予
算は、決して無駄ではない。

江田 計司 
　合併特例債267億円中、岱明に関するの
は23億円である。その中には岱明玉名線
が15億円、この岱明文化センター建設も含
まれている。旧玉名市に一極集中ではない
か。岱明は天水、横島に比べても人口が多い。
利用をする大半が高齢者や弱者である。今
回は岱明出身議員５人が全員賛成である。

前田 正治 
　岱明文化センター（仮称）設計予
算13,134,000円に反対である。理
由は事務事業評価や市公共施設個
別施設計画と整合性が無く、岱明
ふれあい健康センターの機能や役
割を廃止に追込む等の問題点があ
る。議案の撤回、再検討を求め、予
算削除の修正案に賛成である。

坂本 公司 
　岱明文化センター（仮称）のキャ	
ッチフレーズは「あなたの笑顔を
発見する場所」である。笑顔の多
い判断をお願いしたい。

吉田 憲司 
　私は岱明町公民館建設自体に反
対ではありません。しかし、プラ
ンが一貫していないこと。建設計
画の進め方に対する疑問。さらには、
公共施設等総合管理計画等、いく
つかの計画に逆行、矛盾が生じる
ことから、再考すべきと考える。

田畑 ひさよし 
　合併後わずか13年で6千200人
弱の人口が減少し、今後、急速に
人口が減少すると公表される中、
市民諸団体の要望に応えて市民会
館に小ホールを建設中である。稼
働率を高め、税の無駄使いの精査
が議員の債務である。この件は充
分な再調査が必要である。

議第118号　平成30年度玉名市一般会計補正予算（第５号）
岱明文化センター（仮称）建設工事基本設計及び実施設計関連歳入歳出予算について

陳第３号　国民健康保険財政への国庫
負担割合をふやすことを求める意見書
の提出に関する陳情について

議第126号　玉名市議会議員の議員報
酬、費用弁償等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

議第128号　玉名市長等の給与に関す
る条例の一部を改正する条例の制定
について

議第129号　玉名市教育長の給与に関
する条例の一部を改正する条例の制
定について

議第132号　玉名市保育所条例の一部
を改正する条例の制定について

議第133号　玉名市地域子育て支援セ
ンター条例を廃止する条例の制定に
ついて

議第140号　普通財産の無償譲渡につ
いて

議第141号　普通財産の無償貸付けに
ついて

原案賛成

原案賛成 原案賛成

原案賛成 原案賛成

原案賛成

原案反対

原案反対原案反対

原案反対原案反対

原案反対

私は こう考える !!討論

金栗四三氏にちなんだキャラクターの作成を

質問 	金栗四三氏にちなんだキャラクターの作成の予定はないか。

答え 	玉名市のマスコットキャラクターであるタマにゃんを金栗四三バージョンとしてランナー
の服装を着せて、ＰＲにつなげていきたい。

新玉名駅駐車場有料化に向けて

質問 	駐車場が有料化になることで、駐車

台数が減り、収入減になっても指定

管理者に玉名市からの補てんは発生

しないか。

答え 	指定管理者との協定では、赤字補て
んはしないこととする。ただし、地
震や災害等不測の事態が発生したと
きは、業者との協議になる。

平
成
30
年
12
月
19
日
開
催

平
成
30
年
12
月
18
日
開
催

平
成
30
年
12
月
17
日
開
催

消防団員のあり方について

質問 	年末警戒が４日間から３日間に短縮になった経緯を伺う。

答え 	消防団員のサラリーマン化が進んでおり、消防団員の
負担軽減のため分団再編等検討委員会の中で決定された。

「防災対策に関する意見交換会」を実施

　11月22日（木）、国土交通省、玉名警察署、有明広域消
防本部、ＮＴＴ・九州電力の防災機関等と、災害発生時の意
見交換会を実施した。
　さらに、12月17日（月）には、玉名市消防団の団長及び
副団長、計５名の方々と意見交換を行なった。この中で、団
員数の現状、アンケート調査等を踏まえ、協議を行ない、特
に、災害活動時の装備品である安全靴、救命胴衣、手袋等に
ついての予算確保に努めることとした。

岱明町公民館（仮称：岱明文化センター）に係

わる建設工事基本設計及び実施設計業務関連予

算について

質問 	建築基準法上、現地建て替えは可能なのか。

答え 	都市計画法に基づく用途地域は第一種住居地域
であり、建築基準法上の集会所には該当せず建築可能との認識であったが、一室300㎡以
上の床面積を有するホール（予定面積340㎡）が建築不可の集会所に該当した。基本設計
において、面積の変更を行ない、早急に利用者、住民と協議し事業を進めたい。

質問 	合併特例債の残額と期限は。子育て世代の声は聞いているのか。

答え 	合併特例債の残額は、3億7,000万円で、平成33年３月末に完成する必要がある。岱明町
公民館では、夜間に30代、40代を中心としたヨガ、健康体操などが盛んに行なわれており、
早期の新しい公民館の整備が求められている。
※上記の案件については、予算削除の修正案が提出された。採決の結果、委員会においては否決されたが、

本会議採決では、修正案が可決されたため、関連予算については、削除された。

▲意見交換会の様子

▲１月６日に行なわれた消防出初式で
の『一斉放水』

▲現在の岱明町公民館

▲いだてん大河ドラマ館（旧庁舎跡地に１月12日オープン）
　＜金栗四三バージョンタマにゃん（左）＞
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一般質問

質
問

答
え

質問答え 質
問

答
え

質
問

質
問

質
問

本
市
に
お
い
て
は
、

５
年
間
の
地
域
公
共
交
通
総

合
連
携
計
画
に
沿
っ
て
、
対

策
を
と
ら
れ
て
き
た
と
思
う

が
、
現
在
、
交
通
不
便
地
域

が
存
在
し
て
い
る
。
き
ち
ん

と
実
態
を
把
握
し
て
、
具
体

的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
く

事
が
必
要
に
な
る
。
買
い
物

弱
者
対
策
も
含
め
て
の
実
態

調
査
、
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
現
状
を
伺
う
。

経
営
企
画
部
長

公
共
交
通

不
便
地
域
の
取
り
組
み
に
関

し
て
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
平
成

30
年
10
月
に
公
共
交
通
サ
ー

ビ
ス
圏
か
ら
外

れ
る
地
域
を
対

象
に
、
日
常
生

活
に
お
け
る
移

動
実
態
、Ｊ
Ｒ
・

路
線
バ
ス
の
利
用
状
況
、
市

民
が
求
め
る
公
共
交
通
サ
ー

ビ
ス
水
準
等
を
把
握
す
る
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
分

析
を
進
め
、
地
域
に
お
け
る

需
要
等
を
詳
細
に
把
握
し
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
対
策

を
講
じ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦
公
共
施
設
の
計
画
的
整

備
・
建
設
・
運
営
に
つ
い

て
◦
庁
内
連
携
に
よ
る
政
策
の

企
画
・
立
案
に
つ
い
て

交
通
不
便
地
域
の
解
消
、
買
い
物
弱
者
対

策
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
！

地
域
の
需
要
等
を
把
握
し
実
情
に
応
じ

た
対
策
を
講
じ
て
い
く

質
問

学
校
給
食
費
の
徴
収
、

管
理
は
統
一
し
た
ル
ー
ル
も

な
く
口
座
振
替
、
保
護
者
に

よ
る
徴
収
、
児
童
・
生
徒
持

参
な
ど
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
給
食
費
の
紛
失
や

着
服
等
の
不
祥
事
も
発
生
し
、

教
職
員
に
と
っ
て
も
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
。
文
部

科
学
省
は
給
食

費
の
学
校
徴
収

や
管
理
業
務
の

負
担
を
減
少
す

る
方
法
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
平
成
30

年
度
中
に
も
策
定
す
る
。
本

市
に
お
い
て
平
成
32
年
度
か

ら
の
一
般
会
計
（
公
会
計
）

化
を
要
望
す
る
。

教
育
部
長

公
会
計
化
へ
の

移
行
に
は
、
文
部
科
学
省
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
受
け
て
、

内
容
を
十
分

精
査
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
課

題
を
検
討
す

る
必
要
が
あ

り
、
開
始
時

期
の
明
言
は

難
し
い
。
具

体
的
に
は
、

徴
収
管
理
を

行
な
う
た
め

の
新
た
な
電

算
シ
ス
テ
ム

の
開
発
と
こ

れ
を
運
用
し

て
徴
収
か
ら
支
払
い
、
滞
納

整
理
ま
で
の
一
連
の
事
務
を

行
な
う
人
員
や
予
算
の
確
保
、

新
制
度
へ
の
移
行
を
学
校
や

保
護
者
に
説
明
し
、
理
解
を

求
め
る
必
要
が
あ
る
。
公
会

計
化
の
流
れ
は
避
け
て
通
れ

な
い
と
の
認
識
で
あ
り
、
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
移
行
で

き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

学校給食費の一般会計（公会計）化に
ついて

さまざまな課題を具体的に検討し、できる
だけ速やかに移行できるよう努力したい

質
問

新
玉
名
駅
駐
車
場
が

有
料
化
に
な
れ
ば
、
通
勤
、

通
学
で
毎
日
利
用
す
る
市
民

に
駐
車
料
金
の
出
費
が
新
た

に
発
生
し
て
し
ま
う
。
平
日

の
駐
車
場
の
利
用
状
況
に
余

裕
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
通

勤
、
通
学
の
利
用
者
の
た
め

に
も
、
平
日
だ
け
で
も
無
料

を
続
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

市
長

新
玉
名

駅
駐
車
場
を
利

用
さ
れ
る
一
部
の
方
に
だ
け
、

費
用
負
担
を
求
め
る
こ
と
は

平
等
性
に
か
け
る
。
受
益
者

負
担
の
原
理
・
原
則
は
「
新

玉
名
駅
駐
車
場
等
を
利
用
す

る
方
が
、
安
心
し
て
利
用
で

き
る
た
め
に
維
持
管
理
費
の

一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
あ
る
」
と
考
え
る
。

　

有
料
化
に
な
る
と
通
勤
・

通
学
及
び
利
用
者
の
方
々
に

は
負
担
に
な
る
と
思
う
が
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
駐
車

場
を
目
指
し
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
充
実
を
図
り
、
駐
車

場
管
理
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

あ
る
指
定
管
理
者
へ
お
願
い

し
、
有
料
化
を
実
施
し
た
い
。

新玉名駅駐車場の有料化に反対

安心して利用できる駐車場を目指し、
有料化を実施したい

▲４月から有料化となる新玉名駅駐車場

▲現在、運行３年目になる市内循環バス

11日の質問議員

内田　靖信	･･････････････ 6ページ

赤松　英康	･･････････････ 7ページ

北本　将幸	･･････････････ 7ページ

坂本　公司	･･････････････ 8ページ

松本　憲二	･･････････････ 8ページ

12日の質問議員

多田隈啓二	･･････････････ 9ページ

古奥　俊男	･･････････････ 9ページ

吉田真樹子	････････････ 10ページ

吉田　憲司	････････････ 10ページ

近松惠美子	････････････ 11ページ

13日の質問議員

德村登志郎	････････････ 11ページ

前田　正治	････････････ 12ページ

西川　裕文	････････････ 12ページ

一瀬　重隆	････････････ 13ページ

江田　計司	････････････ 13ページ

今期定例会の一般質問は12月11日㈫、12日㈬、13日㈭の３日間にわたり行なわれました。

こが聞きたい
一 般 質 問

こ
赤松	英康

（市民改革クラブ）

内田	靖信
（自友クラブ）

北本	将幸
（創政未来）

▲栄養たっぷりのおいしい給食！
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一般質問一般質問

質
問

質
問

答
え

答
え

質問

質問

答え

答え

質
問

質
問

質
問

一
年
を
振
り
返
っ
て
、

新
玉
名
駅
周
辺
整
備
は
進
ん

で
い
る
と
思
う
か
。
私
は
進

ん
で
い
な
い
と
思
う
が
。

　

農
地
の
転
用
規
制
緩
和
や

物
流
拠
点
に
よ
る
定
住
化
な

ど
農
振
除
外
に
つ
い
て
は
進

ん
で
い
な
い
。
今
後
、
ど
の

程
度
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
進
め
て
い
く
の
か
。

企
画
経
営
部
長

今
後
の
公

共
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

は
、
平
成
31
年
度
策
定
を
予

定
し
て
い
る
実
施
計
画
に
基

づ
い
て
整
備
を
進
め
、
民
間

誘
導
に
つ
い
て
も
、
民
間
企

業
が
進
出
し
や
す
い
整
備
手

法
を
検
討
し
て
、

開
発
に
つ
な
が

る
よ
う
進
め
て

い
く
。
こ
の
計

画
の
策
定
は
、

周
辺
開
発
を
早
急
か
つ
円
滑

に
進
め
る
た
め
必
要
で
あ
る
。

市
長

早
急
に
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
と
強
く
思
っ
て

い
る
が
、
整
備
計
画
を
実
現

す
る
た
め
に
は
具
体
的
な
事

業
手
法
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
、
事
業
費
に
つ
い
て
も
、

で
き
る
限
り
市
の
一
般
財
源

を
使
わ
な
い
で
済
む
よ
う
考

え
た
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
踏
ま
え
、
あ
る
程
度
の
時

間
は
必
要
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
３
割
自
治
の
状
況
に
つ
い

て
◦
上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

質
問

熊
本
県
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
く
ま
モ
ン
関
連
商
品

の
平
成
29
年
の
売
上
は
１
千

４
０
８
億
円
。
本
年
１
月
か

ら
の
大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て

ん
～
東
京
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク

噺
～
」
の
放
送
開
始
を
機
に

平
成
31
年
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ

ラ
ン
プ
リ
で
玉
名
市
マ
ス
コ

ッ
ト
「
タ
マ
に
ゃ
ん
」
を
優

勝
さ
せ
る
こ
と
で
、
本
市
を

日
本
全
国
、
さ
ら
に
は
世
界

に
向
け
て
発
信
さ
せ
た
い
と

思
う
が
、
市
と
し
て
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

産
業
経
済
部
長

玉
名
市
マ

ス
コ
ッ
ト
「
タ
マ
に
ゃ
ん
」
は
、

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
」

５
回
目
の
挑
戦

で
念
願
だ
っ
た

１
０
０
位
以
内

（
97
位
）
と
い

う
結
果
だ
っ
た
。

認
知
度
向
上
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、「
ゆ
る
キ
ャ
ラ

グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
あ
わ
せ
て

「
タ
マ
に
ゃ
ん
指
揮
棒
紛
失

事
件
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展

開
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
３
６
０
度
動
画
内
で
探
し

て
も
ら
う
と
い
う
企
画
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年

５
月
か
ら
開
設
し
た
市
公
式

観
光
案
内
サ
イ
ト
「
タ
マ
て

バ
コ
」
を
活
用
し
、
フ
ァ
ン

作
り
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

今
後
、
金
栗
四
三
氏
と
同
じ

衣
装
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的

に
行
な
い
、
平
成
31
年
度
の

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
」

で
は
上
位
を
目
指
す
。

そ
の
他
の
質
問

◦（
旧
岱
明
町
当
時
の
）浮
田

池
公
園
化
計
画
に
つ
い
て▲市民の手作りによるタマにゃん金栗四三バージョン

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
で
「
タ
マ
に
ゃ

ん
」の
優
勝
を
目
指
そ
う
！

新
玉
名
駅
周
辺
等
整
備
基
本
計
画
後
の

検
証
に
つ
い
て

金
栗
さ
ん
と
同
じ
衣
装
で
、
次
年
度
の
「
ゆ

る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
上
位
を
目
指
す
！

平
成
31
年
度
策
定
を
予
定
し
て
い
る
実
施
計

画
に
基
づ
い
て
整
備
を
円
滑
に
進
め
て
い
く

質
問

数
年
前
か
ら
農
業
作

業
形
態
に
も
変
化
が
出
て
来

た
。
稲
の
農
薬
散
布
に
ド
ロ

ー
ン
の
導
入
が
始
ま
り
、
果

樹
園
で
も
試
験
散
布
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。
ハ
ウ
ス
栽
培

で
は
、
パ
ソ
コ
ン
等
設
置
に

よ
る
環
境
制
御
機
器
（
Ｉ
Ｔ
）

の
導
入
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
補
助
対

象
メ
ニ
ュ
ー
に

新
た
な
機
種
導

入
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

産
業
経
済
部
長

近
年
、
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
や
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農

業
の
発
展
や
ド
ロ
ー
ン
活
用

の
急
速
な
浸
透
な
ど
、
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
に
変
化
が

起
こ
っ
て
い

る
。
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ

り
、
作
業
の

省
力
化
が
図

れ
る
が
、
技

術
認
定
の
取

得
や
農
薬
散

布
時
の
県
へ

の
報
告
等
が

発
生
す
る
。

ま
た
、
ド
ロ

ー
ン
の
価
格

に
は
大
き
な

幅
が
あ
り
、
基
準
と
す
べ
き

金
額
の
設
定
等
の
精
査
が
必

要
な
た
め
、
玉
名
市
認
定
農

業
者
連
絡
協
議
会
等
の
意
見

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
機
械
補

助
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
あ

り
方

◦
誘
客
向
上
施
策
に
つ
い
て

玉名市の農業用機械補助の対象機種
メニューの見直しの考えは？

スマート農業など、環境の変化にあっ
た補助対象メニューについて検討する

質
問

企
業
誘
致
が
で
き
れ

ば
、
新
た
な
雇
用
創
出
に
つ

な
が
る
。
生
産
年
齢
人
口
の

流
出
を
防
ぐ
と
と
も
に
定
住

が
図
れ
る
。
市
税
の
増
収
に

よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
も
つ
な
が
る
。
ひ
い
て

は
、
本
市
の
発
展
や
若
者
の

流
出
を
食
い
止
め
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
市

の
企
業
誘
致
の

考
え
方
を
伺
う
。

建
設
経
済
部
長

こ
れ
ま
で
は
製

造
業
な
ど
の
大
規
模
投
資
の

工
場
等
を
誘
致
し
て
き
た
が
、

今
後
は
空
き
校
舎
や
空
き
店

舗
等
を
活
用
し
た
事
業
所
な

ど
も
誘
致
対
象
と
な
る
よ
う
、

対
象
業
種
、
対
象
要
件
等
に

つ
い
て
、
条
例
等
の
整
備
を

図
る
。
ま
た
、
雇
用
の
創
生

に
努
め
る
と
と
も
に
、
喫
緊

の
課
題
で
も

あ
る
工
業
用

地
に
つ
い
て

は
、
他
市
の

事
例
を
参
考

に
、
民
間
の

力
を
活
用
し

た
工
業
用
地

の
造
成
を
進

め
て
い
く
よ

う
要
綱
等
の

整
備
を
図
る
。

　

ま
た
、
定

住
自
立
圏
形

成
推
進
会
議

に
お
い
て
定
期
的
に
高
校
生

向
け
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開

催
し
、
地
元
企
業
の
魅
力
を

伝
え
、
地
元
で
の
就
職
、
定

住
を
促
進
す
る
機
会
を
作
り
、

企
業
誘
致
と
合
わ
せ
て
人
口

流
出
を
防
ぐ
。

そ
の
他
の
質
問

◦
新
玉
名
駅
周
辺
整
備
基
本

計
画
に
つ
い
て

◦
岱
明
文
化
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
に
つ
い
て

◦
交
流
拠
点
施
設
「
道
の
駅
」

に
つ
い
て

企業誘致についての現状と課題、今後
の戦略的ビジョンはあるか

対象業種の拡大及び工業用地の確保の方
法について条例、要綱等の整備中である

▲ドローンを活用したスマート農業

▲なかなか整備が進まない新玉名駅周辺

坂本	公司
（新生クラブ）

古奥	俊男
（新生クラブ）

多田隈	啓二
（創政未来）

松本	憲二
（自友クラブ）

A c c e s s
アクセス

［自動車利用 ］
阿蘇くまもと空港   1時間30分  
三池港  35分
熊本港  50分
福岡市  1時間30分  （高速利用 ）
北九州市   2時間00分  （高速利用 ）
大分市  2時間30分  （高速利用 ）

［新幹線利用（新玉名駅利用 ）］
博多駅  　40分
鹿児島中央駅  　1時間20分
新大阪駅   3時間30分
名古屋駅   4時間20分

［飛行機利用（阿蘇くまもと空港利用 ）］
伊丹空港（大阪）  1時間15分
中部国際空港（愛知）  1時間25分
羽田空港（東京）  1時間40分

〒865-0025　熊本県玉名市高瀬290番地１
　　　　　 玉名商工会館２階
産業経済部商工政策課企業立地推進室
TEL  0968-71-2065
 FAX  0968-73-2220
 E-mail : shoko@city.tamana.lg.jp
 URL : http://city.tamana.lg.jp/

お問い合わせ先

熊本県 玉名市

福岡

博多港

福岡空港

阿蘇くまもと空港

山陽新幹線

九州横断自動車道 長崎大分線

中九州横断道路

九州横断自動車道 延岡線

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

北九州

佐賀

長崎

鹿児島 宮崎

延岡

熊本

三池港

熊本港

八代港

玉名市玉名市

福岡空港福岡空港

九
州
自
動
車
道

南関 IC

菊水 IC

東京
3時間30分

大阪
2時間30分

名古屋
3時間

福岡
40分

大分

博多

新玉名駅新玉名駅

九
州
新
幹
線

▲進まない企業誘致
　（平成26年度以降は誘致０件）

●大学   九州看護福祉大学
●高校   玉名高等学校

 北稜高等学校
 玉名女子高等学校
 玉名工業高等学校
 専大玉名高等学校

玉名市の
万全の支援体制

対象施設 ①工場　②試験研究施設　③情報サービス事業施設　④観光施設

優遇措置

対象要件

詳細

新設…投下固定資産総額(土地を除く)が、5,000万円超 で、新規雇用従業員数10人以上

固定資産税の課税免除

増設…投下固定資産総額(土地を除く)が、2,000万円超 で、新規雇用従業員数 5人以上
事業所等を新設又は増設する場合は立地協定を締結し、新設の場合は締結した日から５年以内に、増設の場合は３年以内に操業が
開始されるものであること

地域未来投資促進法 に定めた特定事業であって、投下固定資産総額が2億円（農林漁業関連業種は 5,000万円 ）超の企業に対し、 
3年の固定資産税の免除。

設置奨励金
投下固定資産総額が2億円（農林漁業関連業 種は 5,000万円）以下の企業、及び投下固定資産総 額にかかわらず特定事業以外の
企業には、固定資産税額に各年度ごとに次の率を乗じた額を補助。

雇用奨励金
1年以上引き続いて常時雇用する市内居住新規雇用従業員 数で算出。正規従業員1人 当たり30万円、それ以外1人 当たり15万円
を補助。限度額なし。

用地取得奨励金
工場等の用に供するために取得した土地の取得価格の30％（1,000円未満 切り捨て）を補助。ただし、操業開始日から5年以 内に
2億円を限度に1回 限り。

大型企業誘致促進奨励金
工場立地法における特定工場に該当する企業に対し、土地の取得価格を含まない投下固定資産総額の5％（1,000円未 満は切り
捨て）を補助。ただし、操業開始日から1年以 内に1億円を限度に1回 限り。

初年度 100 ／100 50 ／100
2年度 80 ／100 40 ／100
3年度 60 ／100 30 ／100

区  分  新  設  増  設

熊本県玉名市熊本県玉名市
KUMAMOTO TAMANA 人と自然が輝き

やさしさと笑顔に

あふれるまち玉名

　本市は熊本県北西部に位置し、南北の距離は約 16km、東西は約 15km、市域の面積は約 152k㎡です。

　有明海、菊池川、小岱山・金峰山系の山々などの豊かな自然に恵まれ、産業面では野菜、果実等の農産物や海苔など

の水産物の生産が盛んです。福岡都市圏と熊本都市圏の中間に位置し、JR 鹿児島本線・九州新幹線の駅があり、さらに

九州自動車道、有明フェリーなどを近隣に有するなど、交通の便に恵まれた地域でもあります。
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一般質問一般質問

質
問

質
問

答
え

答
え

質問

質問

答え

答え

質
問

質
問

質
問

「
地
域
防
災
計
画
」

に
、
観
光
旅
行
者
に
対
す
る

避
難
場
所
・
避
難
経
路
な
ど

の
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る

か
。
外
国
人
観
光
客
へ
の
情

報
伝
達
に
関
す
る
事
項
が
整

備
さ
れ
て
い
る
か
。（
多
言
語

標
識
・
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
整
備
な
ど
）
災
害
時
に
お

け
る
旅
館
組
合
と
の
協
定
は

出
来
て
い
る
か
。

総
務
部
長

現
在
、「
玉
名
市

地
域
防
災
計
画
」の
全
面
改
訂

を
行
な
っ
て
い
る
。そ
の
中
で
、

観
光
旅
行
者
も
安
心
し
て
滞

在
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、避

難
場
所
・
避
難
経
路
の
検
討
を

し
て
い
る
。ま
た
、外
国
人
観

光
客
に
つ
い
て

も
同
様
に
、
外

国
人
旅
行
者
向

け
ア
プ
リ
や
、多

言
語
翻
訳
機
能

等
を
活
用
し
な
が
ら
、多
言

語
標
識
、通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

産
業
経
済
部
長

市
内
の
民

間
企
業
等
や
公
立
私
立
の
高

校
５
校
と
は
、災
害
時
支
援
協

定
等
を
結
ん
で
い
る
が
、玉
名

温
泉
観
光
旅
館
協
同
組
合
と

は
結
ん
で
い
な
い
。今
後
、協

定
締
結
に
向
け
て
努
力
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
自
然
環
境
を
守
る
レ
ジ
袋

削
減
の
取
り
組
み

◦
市
役
所
の
業
務
効
率
化
に

向
け
た
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
パ
ソ
コ

ン
自
動
処
理
）
導
入

◦
不
育
症
の
周
知
や
患
者
支

援
の
推
進

◦
夜
間
中
学
の
設
置
促
進

◦
児
童
生
徒
の
荷
物
を
軽
く

す
る
「
置
き
勉
」

質
問

大
河
ド
ラ
マ
の
盛
り

上
が
り
と
共
に
玉
名
市
を
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
に
「
日
本
で
初

め
て
」
を
観
光
資
源
と
と
ら

え
勧
め
て
い
け
な
い
か
。
幻

の
伝
統
工
芸
品
「
高
瀬
絞
り

木
綿
」、
カ
ス
テ
ラ
よ
り
も

前
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
よ
り
伝
え

ら
れ
た
特
産
品
の
玉
名
銘
菓
、

日
本
で
初
め
て
世
界
一
周
を

し
た
木
村
鉄
太
氏
な
ど
伝
統

を
大
事
に
し
て
長
い
歴
史
と

物
語
を
含
め
て
玉
名
の
魅
力

を
も
っ
と
打
ち
出
す
価
値
が

あ
る
の
で
は
。

産
業
経
済
部
長

玉
名
ブ
ラ

ン
ド
物
産
協
会
と
い
う
団
体

が
あ
り
、
物
産
展
な
ど
へ
出

展
し
て
玉
名
の

特
産
品
の
販
売

を
通
し
、
市
の

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て

い
る
。「
高
瀬
絞

り
木
綿
」
が
、
今
後
、
製
品

と
し
て
の
生
産
、
販
売
体
制

が
整
え
ば
、
大
河
ド
ラ
マ
の

盛
り
上
が
り
を
活
か
し
、
他

の
特
産
品
事
業
者
同
様
に
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
さ
ま
ざ

ま
な
観
光
冊
子
、
観
光
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
に
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
高
瀬
絞
り
木
綿
体
験
に

関
し
て
も
他
の
伝
統
工
芸
を

含
め
、
体
験
場
所
や
指
導
体

制
が
整
え
ば
、
着
地
型
観
光

の
素
材
の
ひ
と
つ
と
す
る
こ

と
も
可
能
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
生
活
困
窮
者
支
援
に
つ
い
て

◦
消
費
者
行
政
に
つ
い
て

全
国
か
ら
来
ら
れ
る
観
光
客
の
方
々
へ
伝
統
工

芸
品
、特
産
品
を
手
に
し
て
頂
く
施
策
は
あ
る
か

観
光
に
お
け
る
危
機
管
理
の
充
実
に
つ

い
て

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
さ
ま
ざ
ま
な
観
光

冊
子
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

現
在
、地
域
防
災
計
画
書
の
全
体
的
な
見
直
し
の

中
で
観
光
に
お
け
る
危
機
管
理
の
充
実
を
図
る

質
問

人
口
減
少
、お
よ
び

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、公

共
施
設
の
新
設
、改
修
、更
な

る
集
約
化
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。こ
れ
ら
を
念
頭

に
お
き
な
が
ら
も
、玉
名
市

が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、金
栗

四
三
氏
と
大
河
ド
ラ
マ
、米

作
り
の
日
本
遺
産
、日
赤
発

祥
の
地
、
玉
名

温
泉
、
恵
ま
れ

た
交
通
ア
ク
セ

ス
、５
校
の
高
校
、

大
学
等
を
い
か

し
た
、玉
名
市
の
将
来
像
を

市
長
は
、ど
う
お
考
え
か
伺
う
。

市
長

人
口
減
少
が
深
刻
化

す
る
２
０
４
０
年
問
題
に
備

え
て
、
圏
域
で
の
行
政
活
動

や
公
共
施
設
の
長
期
的
な
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
な
う
た
め

の
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
推
進
な
ど
、
将
来
の
子

ど
も
達
へ
の

負
担
を
軽
く

す
る
行
政
運

営
を
意
識
し

て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
あ
わ
せ

て
、
将
来
へ

の
夢
や
希
望

を
持
ち
、
わ

く
わ
く
す
る

よ
う
な
行
政

運
営
も
心
が

け
て
い
る
。

本
市
に
は
、

全
国
有
数
の
生
産
を
誇
る
農

産
物
や
海
産
物
が
あ
り
、
温

泉
や
金
栗
四
三
氏
な
ど
歴
史

的
、
文
化
的
資
源
に
も
恵
ま

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
し
、
地
理
的

な
優
位
性
を
生
か
し
て
、
県

北
の
都
と
し
て
の
玉
名
市
を

目
指
す
。

そ
の
他
の
質
問

◦
図
書
館
の
学
習
ス
ペ
ー
ス

に
つ
い
て

◦
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
基

本
構
想
に
つ
い
て

玉名市の特色をいかした「将来像」を
市長として、どうお考えか

将来の子ども達へ負担を残さず、夢や希望
をもってわくわくする行政運営を目指す

質
問

本
市
に
お
け
る
虐
待

を
受
け
た
子
ど
も
の
数
は
10

年
間
で
４
倍
に
、
さ
ら
に
、

集
団
で
授
業
を
受
け
る
の
に

支
障
の
あ
る
子
ど
も
の
数
も

10
年
間
で
６
倍
と
急
増
し
て

い
る
。
増
加
し
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
は
対
策
が
的
を
得

て
な
い
と
言
え
る
。
関
係
部

署
が
保
健
予
防

課
、
子
育
て
支

援
課
、
教
育
委

員
会
と
３
部
署

に
渡
っ
て
い
る

た
め
、
責
任
の
所
在
が
は
っ

き
り
し
な
い
。
こ
れ
ら
を
統

合
し
た
専
門
部
署
を
つ
く
り

親
と
子
に
対
す
る
支
援
を
強

化
し
な
い
か
。

教
育
長

虐
待
を
受
け
た
子

ど
も
や
集
団
で
授
業
を
受
け

る
の
に
支
障
の
あ
る
子
ど
も

の
数
が
、
増
加
し
て
い
る
原

因
に
つ
い
て

は
、
今
後
、

追
及
し
て
い

く
必
要
が
あ

る
。
全
国
的

な
傾
向
で
も

あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点

で
の
検
討
を

し
て
い
き
た

い
。

副
市
長

食

育
を
や
っ
て

き
た
が
、
実

践
や
効
果
に

つ
い
て
は
難
し
い
の
が
事
実

で
あ
る
。
で
き
る
分
野
か
ら

や
っ
て
い
く
。「
食
べ
物
を

作
る
」
実
践
の
報
告
を
受
け

て
お
り
、
少
し
芽
が
出
て
き

て
い
る
。
今
後
、
教
育
委
員

会
、
健
康
福
祉
部
で
実
践
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦
効
果
的
食
育
の
在
り
方
に

つ
い
て

◦
予
防
接
種
に
つ
い
て

◦
フ
ッ
素
洗
口
の
効
果
に
つ

い
て

子どもの問題が増え続けていること
をもっと問題視すべきだ！

元気な子どもを育てるためには、さまざま
な視点でできる分野から取り組んでいく

▲これからも「笑顔」あふれる玉名市を目指して
（笑顔をつくる10年ビジョン　表紙）

▲小学６年生の理科の授業

▲「玉名温泉」観光客への防災対策強化を

▲日本最古の絞りともいわれている「高瀬絞り木綿」

吉田	真樹子
（創政未来）

吉田	憲司
（創政未来）

近松	惠美子
（新生クラブ）

德村	登志郎
（公明党）
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一般質問一般質問

質
問

質
問

答
え

答
え

質問

質問

答え

答え質
問

平
成
23
年
３
月
に
開

業
し
た
九
州
新
幹
線
の
新
玉

名
駅
前
に
本
市
が
、
ミ
カ
ン

の
産
地
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
た
め
に
、
駅
前
広

場
に
柑
橘
類
を
植
栽
し
て
は

と
、
故
福
嶋
議
員
が
中
心
と

な
り
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
柑
橘
類
は

手
入
れ
や
管
理
が
大
変
だ
と

い
う
事
で
、
実
現
で
き
て
い

な
い
。
も
し
も
、
新
玉
名
駅

前
広
場
に
柑
橘
類
の
植
栽
が

可
能
で
あ
る
な
ら
、
手
入
や

管
理
は
生
産
者
が
責
任
を
も

た
れ
る
と
の
こ
と
な
の
で
、

ミ
カ
ン
産
業
発
展
の
た
め
に

も
、
考
慮
し
て
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長

ミ
カ
ン
は
本
市

を
代
表
す
る
特

産
品
で
あ
り
、

本
市
の
玄
関
口

で
あ
る
新
玉
名
駅
に
植
栽
す

る
こ
と
は
非
常
に
有
意
義
な

こ
と
で
あ
る
。
植
栽
を
行
な

う
に
あ
た
っ
て
は
、
玉
名
市

柑
橘
振
興
協
議
会
の
平
成
31

年
度
事
業
計
画
に
、
本
市
へ

の
ミ
カ
ン
の
苗
木
の
贈
呈
を

盛
り
込
む
こ
と
を
提
案
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、

植
栽
の
方
法
や
管
理
体
制
等

に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
等
関
係
機

関
や
庁
内
関
係
部
署
と
協
議

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦
市
長
就
任
後
１
年
が
経
過

し
た
「
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
の

ま
ち
づ
く
り
」
と
高
齢
化

社
会
に
つ
い
て

質
問

通
学
路
に
お
け
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
、危
険
箇
所
の

把
握
と
対
策
は
ど
う
し
て
い

る
か
。ま
た
、危
険
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
除
去
や
改
修
に
補
助
金

を
出
す
こ
と
は
、防
災
機
能

を
高
め
、災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
に
な
る
。防
災
・
減
災

の
宣
伝
と
あ
わ
せ
て
、市
民

の
工
事
費
用
負
担
の
軽
減
が

必
要
と
思
う
。
そ
の
取
り
組

み
を
加
速
す
る
た
め
に
、国

の
補
助
金
に
本
市
が
上
乗
せ

す
る
こ
と
へ
の
見
解
を
聞
く
。

教
育
部
長

６
月
の
大
阪
北

部
地
震
後
に
実
施
し
た
目
視

に
よ
る
緊
急
調
査
で
、
小
・

中
学
校
合
計
で
延
べ
72
箇
所

の
要
注
意
箇
所

を
把
握
し
、
児

童
生
徒
へ
の
安

全
指
導
や
通
学

路
変
更
等
の
対

策
を
行
な
っ
た
。

建
設
部
長

民
間
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
危
険
箇
所
を
全
て
把

握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

た
め
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
た
ま
な
で
点
検
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
や
安
全
基
準
等
を

掲
載
し
、市
民
へ
周
知
を
し
た
。

総
務
部
長

防
災
の
観
点
か

ら
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
去
や

改
修
の
補
助
金
額
の
市
単
独

の
上
乗
せ
に
つ
い
て
は
、
他

市
町
村
の
状
況
や
他
事
業
の

状
況
等
を
踏
ま
え
、
今
後
検

討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦
市
政
運
営
に
つ
い
て

◦
岱
明
町
公
民
館
建
設
に
つ

い
て

◦
寡
婦
（
夫
）
控
除
の
み
な

し
適
用
に
つ
い
て

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
去
や
改
修
に
工

事
費
補
助
制
度
の
創
設
を

現
在
、
補
助
金
交
付
要
綱
を
策
定
中
で
あ
り
、

平
成
31
年
４
月
１
日
の
施
行
を
予
定
し
て
い
る

質
問

今
回
の
「
玉
名
市
産

業
祭
」
は
、
玉
名
大
俵
ま
つ

り
と
同
時
開
催
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
大
変
盛
大
か
つ
賑

わ
い
あ
る
産
業
祭
に
な
っ
て

い
た
が
、
食
主
体
の
産
業
祭

で
あ
っ
た
と
思
う
。
こ
れ
は

こ
れ
で
良
い
と
思
う
が
、「
玉

名
市
産
業
祭
」
と
称
す
る
な

ら
ば
、
誘
致
企

業
の
方
々
も
含

め
、
市
内
全
産

業
を
網
羅
し
た

産
業
祭
も
必
要

で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

産
業
経
済
部
長

例
年
ど
お

り
「
玉
名
市
産
業
祭
」
に
は
、

商
工
関
係
事
業
所
の
出
店
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
地
元
企

業
の
紹
介
ブ
ー
ス
に
つ
い
て

は
、
休
日
開
催
で
対
応
が
難

し
い
な
ど
の

参
加
企
業
の

意
見
も
あ
り
、

昨
年
度
か
ら

参
加
案
内
を

見
送
っ
て
い

る
。
こ
れ
に

か
わ
る
地
元

企
業
の
Ｐ
Ｒ

方
法
と
し
て
、

今
年
度
よ
り

荒
尾
・
玉
名

の
高
校
に
通

う
就
職
希
望

生
徒
や
進
路

指
導
の
先
生
方
等
を
対
象
に
、

荒
玉
圏
域
の
企
業
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
開
催
予
定
で
あ
り
、
地

元
企
業
の
人
材
確
保
支
援
、

地
元
就
職
及
び
定
住
化
促
進

を
図
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
市
公
式
観
光
案
内
サ
イ
ト

「
タ
マ
て
バ
コ
」
の
充
実

に
つ
い
て

◦
総
合
防
災
訓
練
に
つ
い
て

「玉名市産業祭」の今後について

地元企業のＰＲ方法として、荒尾・玉名圏
域の企業ガイダンスを開催し周知する

▲“西郷どん”から、いよいよ“いだてん”へ

新
玉
名
駅
前
広
場
に
ミ
カ
ン
の
産
地
を
P
R
す

る
た
め
に
柑
橘
類
の
植
栽
を
考
え
た
ら
ど
う
か

植
栽
に
向
け
、方
法
や
管
理
体
制
等
を
関
係

機
関
や
庁
内
関
係
部
署
と
協
議
し
て
い
く

質
問

消
防
ポ
ン
プ
車
の
値

段
は
高
額
で
あ
る
が
、
機
能

面
で
、
大
規
模
災
害
時
の
火

災
発
生
時
、
特
に
、
消
防
署

が
他
の
火
災
対
応
で
か
け
つ

け
る
い
と
ま
が
無
い
時
な
ど

は
、
非
常
に
有
用
で
あ
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
再
来
年
に

熊
本
県
消
防
大
会
が
本
市
で

開
催
さ
れ
る
と

聞
い
て
い
る
。

県
の
操
法
大
会

は
、「
小
型
動
力

ポ
ン
プ
の
部
」

と
「
ポ
ン
プ
車
の
部
」
と
２

つ
の
競
技
が
開
催
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
を
踏
ま
え
、

ポ
ン
プ
車
の
配
備
に
つ
い
て

考
え
を
伺
う
。

総
務
部
長

ポ
ン
プ
車
は
、

値
段
が
高
額
で
は
あ
る
も
の

の
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
放

水
口
が
１
口
で
あ
る
の
に
対

し
、
ポ
ン
プ
車
は
４
口
の
放

水
口
を
有
し
て
い
て
、
ポ
ン

プ
本
体
の
能
力
も
高
く
、
ま

た
、
消
防
水
利
ま
で
直
接
車

両
で
進
入
で
き
る
等
、
大
規

模
火
災
時
に
は
、
大
変
有
用

な
消
防
資
機
材
だ
と
考
え
て

い
る
。

　

今
後
、
市
と
し
て
も
、
有

明
消
防
本
部
、
消
防
団
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
導
入
に

つ
い
て
検
討
を
行
な
っ
て
い

き
た
い
。

消防団が所有する装備品、ポンプ車の
配備について

ポンプ付積載車92台、小型動力ポンプを
12台保有し、ポンプ車は、保有してない

▲消防ポンプ車のイメージイラスト

質
問

質
問

一瀬	重隆
（自友クラブ）

江田	計司
（無会派）

前田	正治
（共産党）

西川	裕文
（新生クラブ）

新玉名駅

▲新玉名駅広場に植栽されたミカンの木のイメージ
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員特 委 会別 報 告

決
　
　
算

公
共
施
設
等
建
設

特別委員会視察報告

石川県加賀市 市民とともにつくる議会だより

　加賀市では、議会だよりの校正において、タブレットを用いて効率よく作業を行なっておられた。
また議会だよりモニター制度を実施して、市民からの意見を聴取し、より良い議会だよりの作成
に繋げられていた。玉名市においてもタブレットの導入を検討していく必要があると感じた。

石川県白山市 読みたくなる議会報を学ぶ！

　白山市では、大幅な紙面リニューアルを
実施されており、表紙におけるイラストの
導入や、記事のコンパクト化によるゆとり
を持った紙面づくりを行なわれたていた。
研修を通して、玉名市においても、関心を
持って頂ける紙面づくりを行ない、市民の
意見を聴取する取り組みも必要だと感じた。

富山県射水市 旧新湊庁舎跡地利活用事業について

　射水市では、民間活力の導入を前提とした複合交流施設及び、
公共交通ターミナルの整備と併合した取り組みが進められていた。
　人口93，000人、合併後、一体的なまちづくりに向け、財政シ
ミュレーションを実施し、市有財産をなるべく保持しないとい
うスタンスをとり、民間活力の導入を前提とした新たなにぎわ
いの創出を目指す施設計画となっており、複合交流施設と公共
交通ターミナルの整備が進められている。
　事業者が整備した施設のうち、複合交流施設については、市
が事業者から賃借し、公共交通ターミナルについては、市が事
業者から買い取って、自ら運営する予定であるとのこと。
　研修を通して、市のまちづくりに対する基本方針を明確に示し、
市民ニーズの把握に取り組むことが重要であると感じた。

大阪府池田市	議会改革について

　伊丹空港を有し、50％を越す自主財源の当市においても、長年、議員定数、報酬、政務活動費、
その他経費の削減が行なわれていた。少子高齢化、分権改革推進の中、住民自治実現に不可欠な
機関である議会の役割と責任は一層増大しており、議会充実のため、個々の議員自らが見識を深め、
切磋琢磨し、議会改革に取り組まれていた。

兵庫県神戸市 阪神淡路大震災の状況を伝える施設で、防災及び減災について学ぶ

　神戸市の「人と防災未来センター」では、阪神淡路大
震災について、映像や当時の写真などで、地震の被害状
況やその後の復興における取り組みを視察した。議会に
おいても現在、災害対応基本計画を策定し、防災対策に
取り組んでいるので、実際の取り組みを学ぶことができ、
有意義な研修となった。

▲石川県白山市での研修の様子

▲兵庫県神戸市「人と防災未来センター」

▲研修の様子

▲現在「いだてん大河ドラマ館」が建設
されているが、その後、利活用の検討
を必要とされている旧庁舎跡地

平
成
30
年

11
月
７
日
〜
９
日

平
成
30
年

10
月
29
日
〜
30
日

平
成
30
年

11
月
19
日
〜
20
日

議

会

運

営

議
会
広
報
広
聴

公
共
施
設
等
建
設

平成29年度決算認定

質問 	個人及び法人を含む市税の滞納繰

越分にかかる現在の状況は。

答え 	市税の収入未済額約3億4,000万円
あるが、昨年度より2,700万円の
減、10年前の7億6,000万円から
半減している。徴収率も10年前で
は89.03％だったが、昨年度は
95.07％と過去最高の徴収率となっ
ている。財産調査等を行なって、
適切かつ厳格に滞納処分を強化し
た成果であり、今後も徴収率の向
上に努めていきたい。

質問 ６次産業推進事業に携わっている業者数は何件くらいか。

答え 	事業開始から７年経過したが、延べ18事業者、補助金額約2,800万円、販売額約2億9,800
万円がこれまでの実績である。

質問 企業誘致促進に関しての企業側の反応はどうか。

答え 	昨年度、企業誘致可能性調査を実施した。用地の確保が大前提であるとのアンケート結果
であり、民間活力を導入した工業団地開発を検討している段階。

質問 国保の特定健診における目標値の達成率は。

答え 	受診率を50％程度に設定しており、受診率向上に向けた取り組みを行なっている。また、
本年度より保健予防課に移管し、医師会などとより綿密な連携に努めている。

質問 介護保険給付費の不用額があるが、サービス低下につながっていないか。

答え 	これまでの介護サービスに影響はないが、昨年度より総合事業が始まった分の費用は抑制
されている。

岱明町公民館建設事業

質問 	岱明ふれあい健康センターの今後

の方向性は。

答え 	他の自治体の例も参考にしながら、
民間が運営することでコスト削減
も期待され、市としては民間活力
を視野に入れながら検討していく。

質問 可動式いす200席を含む最大300

人収容の多目的ホールの用途は。

答え 	市民会館小ホールは講演会を主に、
岱明町公民館は音楽や芸術を主に
活用していただくためのホールと
考えている。

質問 調理室を整備するようになった経緯と今後の方向性については。

答え 	岱明ふれあい健康センターを民間活力に移行し、用途を制限しないため、社会教育事業と
しての調理室はなくなる。したがって、公民館には別途、調理室を確保する。

平
成
30
年

　
10
月
22
日
〜
23
日
開
催

平
成
30
年

　
11
月
21
日
開
催

▲岱明文化センター（仮称）建設事業（概要計画図）

▲総合事業の一つとして現在、行なわれている「通いの場」事業
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３月定例会の予定

　※都合により変更になることがあります。

2月 18日㈪ 議会運営委員会
25日㈪ 定例会開会

3月 5日㈫ 一般質問
6日㈬ 一般質問
7日㈭ 一般質問
8日㈮ 一般質問（予備日）
11日㈪ 総務委員会
12日㈫ 総務委員会
13日㈬ 建設経済委員会
14日㈭ 建設経済委員会
15日㈮ 文教厚生委員会
18日㈪ 文教厚生委員会
25日㈪ 採決・定例会閉会

〜 傍
聴のご案内 〜

議会
はど
なた
でも

傍聴
でき
るに
ゃ〜
ん。

玉名
市政
につ
いて
活発
な議
論が

行な
われ
てる
よ〜
！来
てね
〜。

（場
所：
本庁
４階
　議
場）

玉名市マスコット
「タマにゃん」

発
行
日
／
平
成
31
年
２
月
１
日
発
行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
玉
名
市
議
会
だ
よ
り
53
号
」の
印
刷
部
数
は
２
６
０
０
０
部
。

編　

集
／
議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会　
　

発　

行
／
玉
名
市
議
会　
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この広報紙は再生紙および地球環境にやさしい植物油型インキを使用しています。
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☆ホームページのアクセスは、検索画面で を入力してクリック！	玉名市議会	￨ 検索

議会広報広聴特別委員
（委員長）北本　将幸　　（副委員長）德村登志郎

（委 員）吉田真樹子　　吉田　憲司

　　　　　一瀬　重隆　　赤松　英康

　　　　　古奥　俊男　　多田隈啓二

お詫び
　平成30年11月１日発行のたまな市議会だより「たま
て箱」吉田真樹子議員一般質問の記事に、一部市民のみ
なさまに誤解を招く内容がございました。関係者、およ
びご愛読いただいたみなさまに、お詫びいたします。

議場でもお揃いのユニフォームでＰＲ！！

　１月６日から放送の金栗四三さんを主人公とした大河ドラマ『いだてん』、行政はもとより、議員一丸となり、
広報宣伝活動に頑張っております。また、小田には玉名市の為に貢献された小森田七右衛門さんがいます。この七
右衛門さんは玉名平野を開拓し、白石堰を建造した方で、4,149ヘクタールという広大な地域の田畑に菊池川の水
が行き渡る様になり、この地域の人々の水不足に対する不安を払拭することができました。これからも金栗四三さ
んと小森田七右衛門さんの事を尊敬し、頑張っていきたいと思います。	 広報広聴特別委員　一瀬　重隆

編集後記

　
福
嶋
讓
治
議
員
ご
逝
去

　
玉
名
市
議
会
議
員
の
福
嶋
讓
治
氏（
67
歳
）

は
、
平
成
30
年
11
月
12
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

　
福
嶋
氏
は
平
成
15
年
に
天
水
町
議
に
初

当
選
さ
れ
、
２
年
後
の
玉
名
市
（
合
併
）
に
お

い
て
も
当
選
さ
れ
、
通

算
15
年
有
余
に
わ
た
り
、

市
政
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
心
か
ら
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

玉名市議会議員の補欠選挙について

Q 	何人欠員が出たら、補欠選挙はあるのか？

A 	議員定数22名の１/６（４名）の欠員が出た場合に、
補欠選挙が行なわれます。

定数22名 欠員４名

松村　聖美	さん
　玉名大神宮に祀られている玉依姫とい
う神様をモチーフに描きました。その時
代に近い服装を再現できるよう実際の像
や写真を参考に模様や色を考えました。
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